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７月の出来事
●時事
  1日  電力使用制限令37年ぶりに発動、節電の夏
　　   スタート
  9日  関東甲信地方で梅雨明け
13日  気象庁が初の高温注意情報
17日  なでしこジャパン、PK戦制しW杯初優勝
　　   放射能汚染問題
●山梨県中央会ニュース
  2日  関東甲信越静ブロック青年中央会通常総会
  8日  中小企業組合等事務連絡協議会通常総会
14日  関東甲信越静ブロック中央会会長会議
　　   中小企業団体中央会女性部会通常総会
21日  中央会正副会長会議
27日  中小企業労務改善団体連合会通常総会
８月の予定
30日  全国中央会正副専門委員会長会議

２面　暑中お見舞い申し上げます
７面　全国大会のご案内（今年は愛知県）
８面　7月からの事務局の顔ぶれ

今月の見どころ

　総合政策委員会
●委員長：武田與光氏　●副委員長：勝俣明美氏・松葉　惇氏
1.国は、中小企業憲章に明記された、中小企業組合、業種間連携への支援について、中小企業基本
法の改正をはじめとする、関係法令の整備を早期に図るとともに、充分な予算措置を講じ、実効
性のある対策を強力に実施すること。

　組織委員会
●委員長：大木　政氏　●副委員長：井上聰一郎氏・新藤　進氏
1.中小企業組合制度の改善
　震災等の影響や厳しい経済情勢などで危機的状況にある中小企業者に対し、今こそ相互扶助
の精神に基づき、経済的地位の向上、経済的安定を図る中小企業組合の設立を促進していくた
め、設立同意者数の引き下げ等の設立要件の緩和を図ること。
　また、地域住民や地域企業、さらに他組合等との多様な連携を促進し、効果的な共同事業を実
施するため、組合員以外でも組合事業・施設等の一部が利用できるよう、准組合員制度の導入を
図ること。

　金融委員会
●委員長：細田幸次氏　●副委員長：今井　進氏・小松義文氏
1.中小企業に対する柔軟かつ長期・安定的な資金繰り対策の実施
　東日本大震災をきっかけに停滞する日本経済の中で、中小企業の経営悪化に対応し経済の回
復を下支えするために、広範な影響を被っている中小企業の既往融資の返済猶予の期間延長や
借り換え制度の促進を行うとともに、セーフティネット保証の審査基準の緩和や認定要件の拡
大、対象業種拡大の期間延長を行うなど、柔軟かつ長期・安定的な資金繰り対策を講ずること。
　また、中小企業の経営革新など新分野進出や事業展開、新たな設備投資などの前向きな取り
組みのための金融支援の強化を積極的に行うこと。
2.信用組合等の中小企業向け金融機関の機能強化
　地域経済の安定に大きな役割を果たしている信用組合等の地域密着型金融機能の強化のた
めに「中小・地域金融機関向けの総合的な監督指針」の弾力的な運用を恒久的に図ること。
　あわせて、ゆうちょ銀行の業務展開にあたっては、信用組合等の預金・貸出業務に大きな影響
が出ないよう特段の配慮を行うこと。

　税制委員会
●委員長：勝俣明美氏　●副委員長：高野芳造氏・三澤茂計氏
1.中小企業及び中小企業関係税制の充実について
⑴中小法人の軽減税率の充実強化
中小法人の軽減税率を11%に引き下げ、恒久化を図るとともに、適用年間所得を大幅に引き
上げること。
⑵既存租税特別措置の延長について
法人税率の引下げに伴い、廃止・見直しを行うこととしている以下の租税特別措置(中小特例
を含む)については、適用期限の更なる延長を強く要望する。
・中小企業等基盤強化税制（経営革新計画・卸・小売・サービス業・情報基盤・地域産業資源活
用事業計画・農商工等連携事業計画・教育訓練費）
・中小企業等の貸倒引当金の特例
・商工組合等の留保所得の特別控除

2.中小企業に配慮しない消費税率の引き上げは行わないこと
　景気回復の動向及び中小企業者の経営実態を十分に勘案し、拙速な消費税率の引き上げは行
わないこと。

　労働委員会
●委員長：矢澤雄兒氏　●副委員長：大宮山磐氏・川手正紀氏
1.中小企業の実態を踏まえた最低賃金にすること
　最低賃金については、中小企業の経済環境、雇用情勢、支払能力の観点に立って、雇用戦略対
話で合意のあるように中小企業の生産性の向上の進展状況を踏まえた上で設定すること。

　商業委員会
●委員長：松葉　惇氏　●副委員長：飯野　巧氏・山下安廣氏
1.不当廉売等への迅速かつ実行性ある対処
　改正独占禁止法を厳正に適用し、納入先の優越的地位の濫用が見られる業種について、実効
性のあるよう業種別ガイドラインを見直すとともにガイドラインのない業種については新規に
作成すること。
　また、中小企業に不利益を与える不当廉売等の不公正な取引方法に対して迅速かつ実効性あ
る対処を行うこと。

　工業委員会
●委員長：古守三郎氏　●副委員長：今村力男氏・千野　進氏
1.新エネルギー・省エネ技術導入等支援策の拡充・恒久化
　地球温暖化対策を促進し、かつ、わが国の産業・経済活動において欠かせない電力の確保・利
用量の低減を自ら行おうとする中小企業者に対し、新たなエネルギー技術や製品の開発又は省
エネ施設・設備、自家発電施設・設備を整備する事業に対して経費の一部を国策として補助・助
成する制度の拡充と恒久化を強く望む。
　また併せて、金銭に限らず大義として資本力の乏しい中小企業者には、組織や企業間での連
携を活用した取り組みが効果的であり必要不可欠なものであることから、これによる場合には
より一層の制度の充実を図るなどの施策を講ずること。
2.地方公共団体及び関係機関に対するリバースオークション実施見送りについての提言
　昨年度、「公共サービス改革基本方針」の中で実施が検討されたリバースオークションについ
て、鶴田会長をはじめ各中央会会長から政府・民主党等に強力に反対陳情を行った結果、導入の
閣議決定は国等の機関においては当面見送られることとなった。
　しかし、一部の市町村及び大学等では既にリバースオークションが実施されており、山梨県内
でも本年度から山梨大学で試験的に導入されることとなっている。
　この制度は、中小企業者の「ものづくり」への意欲を失わせるばかりでなく、製品品質に関し最
終消費者への悪影響も起こしかねない大きな問題への発展が予想され、現在は物品に限られて
いるが、平準化されると工事や役務にまで同様の事態へとなることは必至である。
　そこで、地方公共団体及び関係機関等に対しても、リバースオークションの実施を見送るよう
提言することを強く望む。

　環境委員会
●委員長：石原行彦氏　●副委員長：輿石　保氏・中込正明氏
1.新エネルギー・省エネルギー化の転換に取り組む中小企業支援措置の充実・強化
　我が国の低炭素社会の実現に向けて、再生可能エネルギーの開発・推進に積極的に取り組み、
安定供給体制を早期に確立すること。その政策を進めるにあたっては、資金や設備に余力ない中
小企業に過度な負担が及ばないよう十分な対策を講ずること。
　また、この震災により新たな課題となった節電対策については、中小企業が省エネルギー化を
含めた環境配慮型経営へ円滑に転換できるよう支援策や優遇措置等のより一層の拡充を図り、
強力な推進を行うこと。
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ibuki「富士講」一考

　6月28日、「平成23年度中小企業者に関する国等の契約
の方針」が閣議決定されました。
　「国等の契約の方針」は、中小企業者の受注の機会の増大
を図るため、官公需法（「官公需についての中小企業者の受
注の確保に関する法律」（昭和41年法律第97号））に基づき、
毎年度閣議決定しているものです。平成23年度における国
等の契約の方針のポイントは以下のとおり。

 
　東日本大震災で被災した中小企業者の早期の復旧・復興や被
災者の雇用の確保が喫緊の課題になっていることに加え、全国
の中小企業者の事業活動にも影響が及んでいる中、中小企業の
受注機会の増大を図るため有益な既存の取組（分離・分割発注の
推進、同一資格等級区分内での競争、官公需適格組合の活用等）
を引き続き進めるとともに、以下の措置を講じる。

  ⑴東日本大震災の被災地域等の中小企業者に対する配慮 
 被災地域等の中小企業者の復興とそれを通じた被災者の雇用
拡大に資するため、以下の取組を実施。 
①官公需相談窓口における相談対応 
②適正な納期・工期の設定及び迅速な支払 
③地域中小企業の適切な評価 
④科学的・客観的根拠に基づく適切な契約 
⑤官公需における被災地域産品の調達の奨励

  ⑵調達・契約手法の多様化における配慮 
①一括調達や共同調達を行う場合は、中小企業者の受注機会の
観点から、適切な調達品目の選定、配送エリアの設定等に努め
る。 
②総合評価落札方式、一括調達や共同調達以外の新たな調達・
契約手法の多様化を行う場合は、中小企業者の受注機会の確
保、事業環境への影響等に十分配慮する。

  ⑶ダンピング対策の充実 
 契約額に占める人件費の比率が高く、単価の低い役務契約（清
掃、警備等）において低価格の落札があった場合、各府省が行う
「低入札価格調査」の結果を中小企業庁が取りまとめ、労働関連
法、独禁法等の所管行政庁に情報提供し、ダンピング防止に向け
た監視強化を図る。

  ⑷特殊会社に対する要請の拡大 
　官公需法で努力義務が定められている地方公共団体に加え
て、民営化により官公需法の対象外となった特殊会社に対して、
国に準じた努力を要請する（要請先を昨年度の9社から14社に
拡大）。

 
　平成23年度における国等の中小企業者向け契約目標金額：約 
3兆7,915億円（官公需総予算額に占める割合56.2%） 

■参考：平成22年度の契約実績
中小企業者向け契約実績額 約3兆2,265億円
（官公需総実績額に占める割合：52.4%）
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あ
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譜
を
組
む
も
の
を
い
う
と
い

う
。講
社
に
留
ま
ら
ず
、そ
の
宗
教
体
系
・
宗
教
運
動
全

般
を
指
す
こ
と
も
多
く
、江
戸
時
代
後
期
に
は
「
江
戸

八
百
八
講
、講
中
八
万
人
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
流
行

と
な
っ
た
。

　富
士
吉
田
は
北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社
と
そ
の
登

山
口（
現
：
吉
田
口
遊
歩
道
）が
あ
り
、江
戸
・
関
東
か

ら
の
多
く
の
参
拝
者
で
に
ぎ
わ
い
、最
盛
期
に
は
百
軒

近
く
の
御
師
の
屋
敷
が
軒
を
連
ね
て
い
た
が
、戦
後
、

富
士
山
や
周
辺
の
観
光
地
化
と
登
山
自
体
が
レ
ジ
ャ

ー
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、富
士
登
山
の

動
機
を
信
仰
に
求
め
る
必
要
が
な
く
な
り
、富
士
講
は

大
き
く
衰
退
し
、現
在
は
、十
数
講
が
活
動
し
、三
軒
の

御
師
の
家（
宿
坊
）が
そ
れ
を
受
入
れ
て
い
る
そ
う
で

あ
る
。

　富
士
山
が
「
世
界
文
化
遺
産
」
登
録
を
目
指
す
中
、

「
富
士
講
」
の
文
化
的
側
面
に
つ
い
て
も
再
評
価
さ

れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
中
、バ
ス
で
5
合
目
ま
で
行

き
、山
頂
を
目
指
す
弾
丸
ツ
ア
ー
で
は
な
く
、文
化
遺

産
を
学
び
な
が
ら
、ゆ
っ
く
り
と
歩
い
て
山
頂
を
目
指

す
「
現
代
の
富
士
講
」
の
役
割
は
重
要
で
あ
る
。一
過

性
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
く
、「
富
士
ま
で
歩
る
講
」
が

各
地
で
立
ち
上
が
り
、歴
史
･
文
化
遺
産
を
学
び
な
が

ら
富
士
山
ま
で
ゆ
っ
く
り
と
歩
く
こ
と
が
「
世
界
文

化
遺
産
」
登
録
へ
の
側
面
的
な
応
援
に
な
る
の
で
は

な
い
か
。

1. 中小企業者の受注機会の増大のための
    主な措置

2. 中小企業者向け契約目標
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データから見た業界の動き（平成23年6月分）
収益状況
2010年6月

景況感
2010年6月

売上高
2010年6月

減少
34%

不変
30%

増加
36% 悪化

40%
不変
46%

好転
14%

悪化
40% 不変

52%

好転
8%

減少
46% 不変

44%

増加
10%

悪化
50% 不変

44%

好転
6%

悪化
40% 不変

56%

好転
4%

　本県の6月の景況は、全業種のDI値が、売上高
－36（前年同月比－38）、収益状況－44（前年同
月比－18）、景況感－36（前年同月比－4）となっ
ており、業種別のDI値では製造業で、売上高－
40（前年同月比－40）、収益状況は－40（前年同
月比－20）、景況感は－40（前年同月比－20）。
非製造業で、売上高－33（前年同月比－36）、収
益状況－47（前年同月比－17）、景況感－33（前
年同月比＋7）となっている。
　全体の前年同月比では、DI値が全項目で悪化
しており、業種別でも、製造業では全項目で、非製
造業では景況感を除いてDI値の悪化が見られ
る。特に前年同月（22年6月）の売上高のDI値は、
製造業で±０、非製造業が＋３とポイントが好転
した月であっため、売上高DI値の悪化の幅が大
きくなった要因と言える。
　情報連絡員による県内の６月の業況報告では、
震災復興支援や節電対策の影響により業況が好
転したとする一部業界があるものの、今になって
震災の影響による売り上げの落ち込みが出始め
たとする報告もあった。
　また、消費意欲の停滞が依然として続いてお
り、収益に結びつかないとする報告や、電力使用
抑制、電力不足による経営に対する懸念や先行
きへの不安が、情報連絡員からの報告で色濃く
見受けられる結果となった。

●山梨県中小企業団体中央会情報連絡員報告業
界
の
動
き

▼
デ
ー
タ
か
ら
見
た

声業界の宝
飾
業
界
の
今
後
に
つ
い
て

　当
業
界
の
現
況
は
、近
年
の
景
気
後
退
や
震
災
後
の
購
買
意

欲
の
減
衰
、ま
た
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
変
化
等
に
よ
り
、売
上
等
に

お
い
て
も
影
響
が
出
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、当
業

界
と
し
て
は
次
の
４
つ
の
大
き
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　１
つ
目
は
、「
㈿
山
梨
県
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
」
、「
山
梨
県
貴

金
属
工
芸
㈿
」
、「
山
梨
県
宝
石
研
磨
工
業
㈿
」
、「
山
梨
県
水

晶
美
術
彫
刻
㈿
」
の
県
内
宝
飾
関
連
４
組
合
の
統
合
で
す
。こ

れ
に
つ
い
て
は
、山
梨
県
水
晶
宝
飾
連
合
会
で
統
合
に
向
け
た

話
し
合
い
を
進
め
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、宝
飾
産
地
「
山

梨
」
の
更
な
る
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　２
つ
目
は
、山
梨
独
自
の
宝
飾
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
「
Ｋ
ｏ
ｏ
‐

ｆ
ｕ（
ク
ー
フ
ー
）」
の
更
な
る
強
化
で
す
。「
Ｋ
ｏ
ｏ
‐
ｆ
ｕ
」

は
山
梨
の
宝
飾
産
業
の
活
性
化
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
事

業
で
す
が
、今
後
は
、更
な
る
市
場
開
拓
、市
場
へ
の
浸
透
を
推

し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　３
つ
目
は
、「
Ｍ
a
ｄ
ｅ 

ｉ
ｎ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
」
の
ブ
ラ
ン
ド

強
化
で
す
。我
が
国
の
も
の
づ
く
り
技
術
は
、決
し
て
海
外
ブ
ラ

ン
ド
に
も
ひ
け
を
と
り
ま
せ
ん
。海
外
に
対
し
「
Ｍ
a
ｄ
ｅ 

ｉ

ｎ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
」
ブ
ラ
ン
ド
を
推
し
進
め
、商
品
価
値
の
向
上

と
更
な
る
市
場
開
拓
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　４
つ
目
は
、「
山
梨
ジ
ュ
エ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
建
設
、

そ
れ
に
よ
る
当
業
界
の
発
展
で
す
。山
梨
県
は
、江
戸
時
代
よ
り

続
く
宝
石
研
磨
技
術
、水
晶
彫
刻
技
術
、貴
金
属
加
工
技
術
、そ

れ
ら
を
全
国
に
販
売
す
る
部
門
の
す
べ
て
が
そ
ろ
っ
て
い
る
県

で
す
。こ
こ
ま
で
宝
飾
関
連
業
界
が
そ
ろ
っ
て
い
る
都
道
府
県
は
、

山
梨
県
が
唯
一
で
す
。こ
の
「
山
梨
ジ
ュ
エ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」
に
よ
り
、県
内
の
方
々
に
は
山
梨
県
の
宝
飾
に
つ
い
て
よ
り

知
っ
て
頂
き
、そ
れ
を
県
民
の
誇
り
と
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
し
、県
外
の
方
々
に
は
「
宝
飾
産
地
山
梨
」
を
全
面
的
に
Ｐ

Ｒ
し
、宝
飾
と
言
え
ば
「
山
梨
」
、宝
飾
を
買
う
な
ら
「
山
梨
」

と
思
っ
て
頂
け
る
環
境
作
り
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。そ
れ
が
当
業
界
の
発
展
の
み
な
ら
ず
、山
梨
県
の
発
展
に

繋
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　山
梨
県
の
宝
飾
技
術
や
伝
統
は
、全
国
に
、世
界
に
誇
っ
て
い

け
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。今
後
は
、そ
れ
ら
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
、

少
し
で
も
宝
飾
業
界
の
発
展
、山
梨
県
の
発
展
に
寄
与
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク
ス

　景
気
動
向
の
変
化
、現
状
と

そ
の
背
景
な
ど
に
つ
い
て
、業
界

ま
た
は
組
合
員
全
体
の
動
向
・

予
測（
売
上
高
・
原
燃
料
等
経

費
・
資
金
繰
り
な
ど
）に
つ
い
て

コ
メ
ン
ト
を
求
め
た
。

 

業
界
か
ら
一
言

■
製
造
業

●
食
料
品（
洋
菓
子
製
造
）／
新

製
品
の
発
売
、新
規
取
引
先
の

確
保
等
に
よ
り
売
上
は
前
年

同
月
比
1
0
0
%
を
確
保
。

原
材
料（
小
麦
・
砂
糖
等
）の

値
上
が
り
で
採
算
は
厳
し
い
。

●
食
料
品（
ワ
イ
ン
）／
ワ
イ
ナ

リ
ー
の
来
場
者
は
5
月
以
降

多
少
回
復
し
て
い
る
。国
税
局

で
無
料
の
放
射
能
測
定
を
行

っ
て
い
る
が
、結
果
が
出
る
ま

で
に
時
間
が
か
か
る
。大
手
は

自
主
的
に
測
定
し
て
い
る
。

●
繊
維
・
同
製
品（
織
物
）／
服

地
ブ
ラ
ン
ド
関
係
で
中
級
品

以
下
の
動
き
が
悪
く
な
っ
て

い
る
。秋
冬
の
ス
カ
ー
フ
･
マ

フ
ラ
ー
の
受
注
数
が
例
年
に

比
べ
て
相
当
数
落
ち
て
い
る
。

●
木
材
・
木
製
品
製
造
／
住
宅

を
新
築
す
る
傾
向
が
み
ら
れ

る
。今
後
は
、消
費
税
の
問
題

等
で
、住
宅
に
限
ら
ず
駆
け
込

み
需
要
の
可
能
性
も
出
て
く

る
と
予
想
。

●
窯
業・土
石（
生
コ
ン
）／
甲
府

市
役
所
、防
災
会
館
等
の
大

型
物
件
が
期
待
さ
れ
る
が
公

共
工
事
の
発
注
時
期
、開
発
の

進
む
地
域
等
で
組
合
員
に
格

差
が
出
て
き
て
い
る
。ま
た
、

独
禁
法
違
反
で
指
名
停
止
を

受
け
た
業
者
が
事
業
停
止
に

な
り
、今
後
も
与
信
管
理
を
徹

底
し
た
い
。

●
鉄
鋼・金
属
／
7
月
よ
り
15
%

の
節
電
要
請
で
生
産
体
制
変

更
の
準
備
お
よ
び
生
産
調
整

を
開
始
し
た
。

●
一
般
機
器
／
部
品
の
入
荷
が

遅
れ
、組
み
立
て
業
者
な
ど
は

納
期
の
遅
延
を
免
れ
な
い
と

こ
ろ
も
あ
る
。震
災
特
需
の
部

門
も
あ
る
が
短
期
的
な
も
の

で
収
益
の
改
善
と
ま
で
は
行

か
な
い
。長
期
的
に
見
る
と
、

海
外
移
転
の
流
れ
も
あ
り
、全

く
新
し
い
業
態・取
引
先
を
考

え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
こ

ろ
も
あ
る
。

●
そ
の
他（
貴
金
属
）／
依
然
と

し
て
景
気
の
減
退
に
歯
止
め

が
か
か
ら
な
い
。新
規
の
製
品

の
製
作
が
滞
り
中
古
品
の
流

通
が
活
発
な
為
、値
段
の
下
落

が
蔓
延
し
て
い
る
。

■
非
製
造
業

●
卸
売（
塗
料
）／
売
上
は
、3

月
〜
5
月
に
か
け
て
対
前
年

比
で
約
20
％
ほ
ど
U
P
し
た
。

震
災
復
興
が
こ
こ
で
徐
々
に

各
業
界
に
多
岐
に
わ
た
っ
て

良
い
方
に
影
響
が
出
て
き
た
。

電
力
不
足
に
懸
念
。

●
小
売（
青
果
）／
現
況
は
青
果

物
の
入
荷
が
増
加
し
、価
格
も

安
定
し
て
い
る
。販
売
数
量
は

全
体
と
し
て
横
ば
い
で
推
移
。

●
小
売（
食
肉
）／
牛
肉
の
ヒ
レ・

ロ
ー
ス
と
い
っ
た
高
級
部
位

が
売
れ
な
い
。全
体
的
に
消
費

意
欲
が
低
下
し
売
り
上
げ
が

大
き
く
落
ち
込
む
中
で
、外
食

関
係
へ
の
納
入
も
大
き
く
減

少
し
て
い
る
。

●
小
売（
電
機
製
品
）／
小
型
テ

レ
ビ（
19
〜
26
イ
ン
チ
）の
需

要
が
高
ま
っ
て
お
り
、地
域
店

で
は
販
売
出
来
な
い
安
価
で

量
販
店
は
展
開
し
て
い
る
。エ

ア
コ
ン
は
、生
産
が
間
に
合
わ

ず
、低
価
格
商
品
に
品
切
れ
が

で
て
い
る
。省
電
力
の
高
級
機

種
が
数
多
く
出
回
っ
て
い
る
。

●
小
売（
事
務
機
文
具
）／
事
務

機
文
具
の
需
要
は
底
堅
い
面

は
あ
る
も
の
の
全
体
量
が
減

少
し
て
い
る
。節
電
対
策
商
品

も
相
談
は
あ
る
も
の
の
収
益

を
助
け
る
程
の
受
注
へ
は
つ

な
が
ら
な
い
。

●
小
売（
石
油
）／
消
防
法
の
規

制
強
化
で
各
S
S
は
整
備
事

業
費
捻
出
に
苦
慮
し
て
い
る
。

6
月
は
卸
価
格
が
2
円
程
度

上
昇
し
た
た
め
各
S
S
は
元

売
り
値
上
げ
分
を
転
嫁
し
た
。

7
月
は
エ
ア
コ
ン
の
使
用
等

燃
料
の
消
費
が
増
加
す
る
の

で
2
円
程
度
の
値
上
げ
販
売

が
予
想
さ
れ
る
。

●
商
店
街
／
暴
力
団
抗
争
に
よ

り
中
心
商
店
街
で
は
連
日
警

察
の
警
戒
態
勢
が
敷
か
れ
て

お
り
、人
気
が
な
い
。特
に
夜

を
中
心
と
す
る
飲
食
店
は
、全

く
客
が
入
ら
な
い
日
も
あ
る
。

●
宿
泊
業
／
甲
府
市
中
心
部
で

は
警
察
が
警
戒
を
強
め
て
い

る
中
、ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
や
ビ
ア

ホ
ー
ル
も
オ
ー
プ
ン
し
て
い

る
が
、納
涼
会
の
予
約
を
キ
ャ

ン
セ
ル
す
る
動
き
も
あ
っ
て

一
日
も
早
い
解
決
を
願
っ
て

い
る
。7
月
の
連
休
の
予
約
は

入
り
つ
つ
あ
る
の
で
夏
休
み

に
期
待
。

●
建
設
業（
鉄
構
）／
鉄
骨
需
要

低
迷
の
長
期
化
の
中
、足
元
の

受
注
は
量・価
格
と
も
非
常
に

厳
し
く
、今
後
も
同
様
の
状
況

が
続
く
と
思
わ
れ
る
。

●
設
備
工
事（
管
設
備
）／
公
道

修
理
工
事
が
増
加
し
た
。在

庫
数
量
の
増
加
は
、復
興
に
伴

う
需
要
や
中
国
市
場
を
中
心

と
し
た
海
外
需
要
の
増
加
に

よ
り
、材
料
メ
ー
カ
ー
よ
り
7

月
以
降
の
値
上
げ
予
告
を
受

け
、ス
ト
ッ
ク
可
能
な
分
を
確

保
し
た
た
め
。
 

●
運
輸（
タ
ク
シ
ー
）／
消
費
税

増
税
の
流
れ
が
強
ま
り
、業
界

で
は
価
格
転
嫁
に
伴
う
運
賃

改
定
の
問
題
が
再
燃
し
て
き

た
。税
率
ア
ッ
プ
分
を
上
乗
せ

す
る
従
来
の
方
式
で
は
初
乗

運
賃
が
割
高
に
な
る
こ
と
や

メ
ー
タ
ー
機
器
改
造
の
負
担

増
に
懸
念
も
出
て
い
る
。

　

 

山
梨
県
水
晶
宝
飾
連
合
会

　

 （
協
同
組
合
山
梨
県
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会

　理
事
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　会
長

　近
藤 

　誠  

氏

6月分
平成23年
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中
央
会
●
会
員
組
合
活
動
紹
介

A
C

T
I

V
E

 
K

U
M

I
A

I

　山
梨
県
宝
石
研
磨
工

業
協
同
組
合（
水
村
勝
理

事
長
）は
、７
月
７
日
・
８

日
の
両
日
、甲
府
市
「
甲

府
・
国
中
地
域
地
場
産
業

セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て
、

第
60
回
ジ
ェ
ム
ス
ト
ー
ン

フ
ェ
ア 

in 

Ｋ
Ｏ
Ｆ
Ｕ
を

開
催
し
た
。

　こ
の
フ
ェ
ア
は
、ジ
ュ

エ
リ
ー
製
品
の
素
材
と

な
る
宝
石
・
貴
石
等
の
研

磨
石
製
作
者
に
よ
る
展

示
会
で
、ジ
ュ
エ
リ
ー
メ

ー
カ
ー
や
デ
ザ
イ
ナ
ー

を
対
象
に
開
催
さ
れ
て

い
る
。今
回
は
、組
合
員

21
社
、協
賛
企
業
９
社
の

30
社
が
出
展
し
た
。

　ジ
ェ
ム
ス
ト
ー
ン
フ
ェ

ア
は
、組
合
員
の
販
売
促
進
を
目
的
に
、昭
和
55
年
９
月
の
組
合

創
立
と
と
も
に
、第
１
回
研
磨
新
作
見
本
市
を
開
催
し
て
以
来
31

年
間
継
続
し
て
開
催
さ
れ
て
お
り
、ジ
ュ
エ
リ
ー
素
材（
研
磨
石
）

提
供
者
の
見
本
市
と
し
て
定
着
し
、県
内
外
か
ら
多
く
の
業
界
関

係
者
を
集
め
て
い
る
。

　山
梨
の
研
磨
技
術
は
、江

戸
時
代
か
ら
の
水
晶
彫
刻
技

術
が
発
祥
と
さ
れ
、現
在
ま
で

技
術
を
積
み
重
ね
て
成
り
立

っ
て
き
た
。こ
の
宝
石
研
磨
業

界
と
貴
金
属
加
工
業
界
に
宝

飾
品
流
通
業
界
が
一
体
と
な

っ
て
ジ
ュ
エ
リ
ー
産
地
山
梨

が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

　ジ
ュ
エ
リ
ー
業
界
は
、景
気

の
影
響
を
最
も
受
け
や
す
い

業
界
の
一
つ
と
言
わ
れ
、景
気

の
低
迷
に
よ
る
売
上
減
少
が

続
く
中
で
、こ
の
共
同
展
示
会

は
組
合
員
へ
の
売
上
貢
献
が

高
く
、今
後
も
開
催
を
継
続

す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

『
組
合
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
誓
う
』

　
　
　
　
　 

　
〜
創
立
40
周
年
を
迎
え
〜

山梨県不動産業協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

今
、我
々
に
出
来
る
こ
と
を
…

　
　
〜
被
災
地
へ
送
る
自
転
車
を
整
備
〜

山梨県自転車軽自動車商協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第
60
回
ジ
ェ
ム
ス
ト
ー
ン
フ
ェ
ア

　
　
　
　
　
　
　
in 

Ｋ
Ｏ
Ｆ
Ｕ

山梨県宝石研磨工業協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

創立40周年記念式典

創立40周年記念誌

会場風景

オープニングのテープカット

7月12日、整備した自転車は
岩手県陸前高田市に送られた

当組合の組合員にて整備した自転車の積み込み作業

　山
梨
県
自
転
車
軽

自
動
車
商
協
同
組
合

（
飯
榁
栄
理
事
長
）は
、

去
る
７
月
６
日
、山

梨
県
中
北
建
設
事
務

所
の
要
請
に
よ
り
、

東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
へ
届
け
る
た
め

の
自
転
車
の
整
備
を

行
っ
た
。こ
れ
は
、同

事
務
所
が
管
理
す
る

放
置
自
転
車
の
内
、

半
年
間
保
管
し
た
が
、

引
き
取
り
手
の
な
い

再
利
用
可
能
な
自
転

車
を
整
備
し
、東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
あ
る
岩
手
県
陸
前
高

田
市
へ
提
供
す
る
も
の
。送
ら
れ
た
自
転
車
は
、通
学
し
て
い
た
学

校
が
津
波
被
害
に
遭
い
、別
の
離
れ
た
学
校
に
通
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
っ
た
地
元
の
中
学
生
に
送
ら
れ
る
。そ
の
再
利
用
可
能

な
放
置
自
転
車
を
整
備
す
る
た
め
、同
事
務
所
か
ら
当
組
合
へ
要

請
が
あ
り
、そ
れ
を
当
組
合
が
引
き
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

　整
備
当
日
、少
し
で
も
被
災
地
復
興
の
力
に
な
ろ
う
と
組
合
員

４
名
が
中
北
建
設
事
務
所
に
集
ま
り
作
業
を
行
っ
た
。参
加
し
た

組
合
員
は
、持
っ
て
い
る
自
転
車
技
術
を
発
揮
し
て
、ベ
ル
ト
や
ブ

レ
ー
キ
ワ
イ
ヤ
ー
、カ
ゴ
や
鍵
、ベ
ル
等
の
部
品
の
取
り
替
え
や
修

理
、安
全
整
備
等
を
行
っ
た
。対
象
の
放
置
自
転
車
は
32
台
あ
っ

た
が
、そ
の
内
、修
理
を
行
い
再
利
用
で
き
る
状
態
へ
戻
せ
た
も
の

が
25
台
。飯
榁
理
事
長
は
、「
今
回
の
震
災
で
、我
々
の
同
業
の
仲

間
達
も
被
害
を
受
け
て
い
る
。災
害
に
遭
っ
た
方
々
の
た
め
に
、今
、

我
々
が
出
来
る
こ
と
を

し
て
い
き
た
い
。今
後
、

こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ

れ
ば
、ま
た
協
力
し
て

い
き
た
い
。」
と
述
べ
、

こ
の
こ
と
が
少
し
で
も

被
災
地
の
方
々
の
た
め

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
た
。整
備
し
た
自
転

車
は
、７
月
12
日
、被

災
地
で
あ
る
岩
手
県

陸
前
高
田
市
に
届
け

ら
れ
た
。

　山
梨
県
不
動
産
業
協
同
組
合（
Ｙ

－

Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
）は
、平
成
22
年

に
創
立
40
周
年
を
迎
え
、記
念
式
典
及
び
祝
賀
会
を
行
っ
た
。

　式
典
で
は
40
年
の
歩
み
等
の
紹
介
、創
立
40
周
年
記
念
誌
の
作

成
、「
香
港
・
マ
カ
オ
」
へ
の
記
念
旅
行
の
内
容
を
写
真
・
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
共
に
振
り
返
っ

た
。記
念
式
典
に
続
い
て
行

わ
れ
た
祝
賀
会
で
は
、組
合

員
の
家
族
、社
員
ら
を
加
え
、

来
賓
と
共
に
、余
興
等
を

楽
し
ん
だ
後
、更
な
る
10

年
・
20
年
の
発
展
を
出
席

者
全
員
で
誓
っ
た
。

　ま
た
、平
成
22
年
11
月
に
は
中
央
会
創
立
55
周
年
式
典
に
お
い

て
、「
全
国
中
央
会
会
長
表
彰
」
も
受
け
て
お
り
こ
の
40
周
年
の

記
念
行
事
に
花
を
添
え
た
。

　今
年
度
は
、役
員
改
選
が
行
わ
れ
保
坂
貞
仁
理
事
長
が
就
任
し
、

新
た
な
組
合
体
制
が
整
っ
た
。保
坂
貞
仁
理
事
長
は
、近
年
の
景

気
低
迷
の
中
、組
合
員
の
豊
か
な
経
験
と
専
門
知
識
、信
頼
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、時
代
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
不
動

産
取
引
市
場
の
活
性
化
、質
の
高
い
住
宅
提
供
に
向
け
活
動
し
、

今
年
度
組
合
事
業
で
取
り
組
ん
で
い
る
甲
府
市
羽
黒
、南
ア
ル
プ

ス
市
寺
部
、笛
吹
市
石
和
町
富
士
見
の
分
譲
地
の
販
売
に
も
力
を

入
れ
て
い
き
な
が
ら
、組
合
員
の
団
結
し
た
組
織
作
り
を
行
っ
て

い
く
こ
と
も
目
標
と
し
、念
願
で
あ
る
組
合
事
務
所
の
購
入
に
つ

い
て
も
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
掲
げ
た
。

　そ
の
中
で
、主
な
活
動
と
し
て
は
月
２
〜
３
回
の
理
事
会
及
び

委
員
会
を
行
っ
て
い
る
。委
員
会
で
は
「
財
務
・
総
務
委
員
会（
財

務
、組
合
の
総
務
関
係
）、I
T

委
員
会（
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
活
用
等
）、渉
外
委
員
会

（
土
地
開
発
工
事
全
般
）、販

売
促
進
委
員
会（
現
地
調
査
、

価
格
決
定
、広
告
看
板
の
設

置
）」
な
ど
に
分
か
れ
組
合
発

展
の
た
め
に
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

　そ
の
他
、３
月
11
日
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
へ
の
対

応
と
し
て
義
援
金
の
協
力
を

行
っ
た
が
、今
後
に
つ
い
て
も

出
来
る
限
り
の
協
力
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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　中
央
会
特
産

品
市
場
開
発

チ
ー
ム
は
、７

月
15
日
か
ら
18

日
の
４
日
間
、

「
山
梨
の
物
産

と
観
光
展
in
イ

オ
ン
品
川
シ
ー

サ
イ
ド
店
」
へ

の
出
展
を
行
っ

た
。　こ

の
イ
ベ
ン

ト
は
、今
年
山

梨
県
が
イ
オ
ン
株
式
会
社
と
の
相
互
の
連
携
強
化
と
県
内

の
一
層
の
活
性
化
お
よ
び
県
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
的

に
包
括
提
携
の
協
定
を
締
結
し
た
こ
と
を
受
け
て
行
わ

れ
、会
場
と
な
っ
た
東
京
の
イ
オ
ン
品
川
シ
ー
サ
イ
ド
店
地

下
食
料
品
催
事
場
に
は
、県
産
の
旬
の
果
物
、物
産
品
な
ど

が
数
多
く
並
び
、に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た
。

　中
央
会
は
や
ま
な
し
観
光
推
進
機
構
か
ら
の
依
頼
で
、

山
梨
県
菓
子
工
業
組
合
を
は
じ
め
、㈱
桔
梗
屋
、㈱
澤
田

屋
、㈱
オ
ー
フ
ジ
、㈱
平
和
堂
、㈲
モ
ン
セ
ル
ヴ
ァ
ン
、㈱
志

村
製
麺
、武
田
食
品
㈱
、㈱
モ
ッ
ク
犬
橋
の
９
社
を
と
り
ま

と
め
出
展
し
た
。

　イ
オ
ン
品
川
シ
ー
サ
イ
ド
店
は
、周
辺
に
ス
ー
パ
ー
な
ど

が
少
な
く
、地
域
住
民
が
こ
ぞ
っ
て
買
い
物
に
来
る
こ
と
も

あ
り
、イ
オ
ン
店
舗
の
中
で
も
１
、２
を
争
う
売
上
を
誇
る

店
舗
で
あ
る
。イ
ベ
ン
ト
終
了
時
刻
の
午
後
８
時
近
く
と

な
っ
て
も
人
が
途
切
れ
る
こ
と
は
な
く
、イ
ベ
ン
ト
に
お
け

る
集
客
は
４
日
間
で
約
４
万
人
を
数
え
る
盛
況
で
あ
っ

た
。「
信
玄
餅
」
、次
い
で
「
く
ろ
玉
」
が
売
れ
筋
で
、話
題

の
甲
府
鳥
も
つ
煮
も
レ
ト
ル
ト
パ
ッ
ク
が
１
５
０
個
近
く

売
れ
た
。

　や
ま
な
し
フ
ル
ー
ツ
レ
デ
ィ
と
や
ま
な
し
観
光
推
進
機

構
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
武
田
菱

丸
」
の
４
日
間
を
通
じ

て
の
Ｐ
Ｒ
、最
終
日
の

18
日
に
は
、横
内
山
梨

県
知
事
が
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
に
訪
れ
、「
湖
衣

姫
」
も
華
を
添
え
た
。

　山
梨
県
は
今
年
度
、

こ
の
包
括
協
定
を
基
と

し
て
イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ

と
連
携
し
イ
ベ
ン
ト
を

数
度
開
催
す
る
計
画
で

あ
り
、中
央
会
で
は
今

後
も
県
産
品
の
販
売
強

化
、県
内
へ
の
誘
客
の

促
進
の
た
め
に
、積
極

的
に
参
加
を
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　７月２日（土）笛吹市石和町「糸柳」において、関
東甲信越静ブロック中小企業青年中央会通常総会
及び代表者会議が開催された。
　この会議は、関東甲信越静ブロック内の１都10
県の青年中央会代表者等が参加して行われ、県内
外から90名が参加した。また、この会議は各都県が
順番で幹事県となり、本年度は山梨県が幹事とな
り、今回を含め年２回開催することが予定されてい
る。
　会議後には「小笠原流礼儀作法について」をテー
マに講演会が開催された。
　講師の木村由紀子氏（小笠原流礼法師範）による
と、「小笠原流礼法とは清和源氏の一流で源頼義の
三男、新羅三郎義光を祖としており、その小笠原氏
発祥の地が南アルプス市（旧小笠原村）となるため
山梨県と非常に縁が深い礼法である。また、礼法と
は堅苦しく形式張ったイメージがあるが、実際には
武士が相手を気遣うための作法であったため、全ての動きに必ず意味あり機能
的なものである」との説明がされた。
　講演会終了後には懇親会が開催され、山梨県中小企業団体中央会の松葉惇
副会長が来賓として参加し、県外からの参加者に対して感謝の意を述べた。
　また、県外参加者を対象に昨年度Ｂ－１グランプリを獲得した「とりもつ煮」
の実演等のイベントの実施、山梨県産の桃、梅及び宝石などをお土産として配
布するなど、山梨県内の特産品等のアピールを行った。

　山梨県中小企業組合等
事務連絡協議会（菅原五
男会長）は去る７月８日
（金）、山梨県中小企業団
体中央会「研修室」におい
て、平成23年度通常総会
を開催した。
　当日は来賓として、山
梨県中小企業団体中央会
より内藤悦次会長、新海

一男専務理事、依田正司常務理事も出席し、内藤会長より「団体の趣
旨は、中央会と同じように組織・連携の促進にあり、その最前線かつ最
も重要な役割が組合事務局である。県内中小企業者の育成と強化が、
県内経済の発展につながる。中央会と共に力を合わせて欲しい。」と挨
拶が述べられた。
　本総会では、平成22年度事業報告及び収支決算の承認、平成23年
度事業計画及び収支予算の決定ほか役員の補充等が行われた。
　新年度の事業計画では、会員に対し事前に行われていた事業希望
アンケートを基に、会員のニーズにあった事業を実施していくことが
確認された他、昨年度末又は今年度の組合総会等をもって組合役職
員を退任、退職された当協議会の役員の補充も行われた。
　また、約10年間に渡り、当協議会の役員として活躍された根津前副
会長へ御礼の言葉と御礼の品が菅原会長から送られた。
　総会終了後には、経済産業省資源エネルギー庁「節電サポート事務
局」が実施する節電サポート事業の一環として「節電説明会」が開催さ
れた。
　節電説明会は、主に東京電力・東北電力管内の低圧受電の小口需要
家を対象として実施さ
れているもので、今夏の
電力需給の見通し、節電
行動計画の必要性を説
明するもの。
　併せて、参加者は組合
事務所等の節電行動計
画を講師の補助のもと
に作成し、今夏の電力使
用量の削減に努める計
画づくりを行った。

「
さ
ら
な
る
組
織
の
強
化
を
目
指
し
て
」平
成
23
年
度
通
常
総
会
を
開
催

「
さ
ら
な
る
組
織
の
強
化
を
目
指
し
て
」平
成
23
年
度
通
常
総
会
を
開
催

関東甲信越静ブロック
中小企業青年中央会
通常総会開催

 新副会長 坂本　義博　（山梨県食品工業団地（協）  専務理事）
 新 理 事 渡辺　教一　（山梨県絹人繊織物（工組）  事務局長）
 〃 小菅　三郎　（山梨県山砕石事業（協）  専務理事）
 〃 髙山　政晴　（山梨県電気工事（工組）  事務局長）
 新 監 事 志村　榮成　（山梨県ビルメンテナンス（協）  専務理事）

山梨県中小企業組合等事務連絡協議会

～山梨を食べよう　山梨フェア～

連日賑わいを見せ、人通りが途絶えることはなかった。

山梨の物産と観光展 in イオン品川シーサイド店

「湖衣姫」と「武田菱丸」
（左奥がやまなしフルーツレディ）

小笠原流礼法師範
木村由紀子氏

菅原会長より根津前副会長へお礼の品が贈られた

節電説明会の様子

中央会　松葉惇副会長
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　７
月
27
日（
水
）、山
梨
県
中
小
企
業

労
務
改
善
団
体
連
合
会（
大
宮
山
磐
会

長
）は
、中
央
会
「
研
修
室
」
に
お
い
て
、

平
成
23
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

　同
連
合
会
は
、労
務
改
善
事
業
の
推

進
と
会
員
が
行
う
事
業
の
健
全
な
発
展

と
、労
働
者
の
経
済
的
、社
会
的
地
位
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、昭

和
51
年
に
設
立
さ
れ
た
。

　現
在
は
、中
央
会
が
事
務
局
と
な
り

県
内
企
業
の
労
務
改
善
の
た
め
、各
種
セ
ミ
ナ
ー
・
講
演
会
、表
彰
式
典
の
開

催
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
労
働
相
談
業
務
等
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
る
。

　本
総
会
で
は
、23
年
度
事
業
計
画
等
が
検
討
さ
れ
、講
演
会
・
講
習
会
・
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
や
11
月
に
開
催
す
る
「
活
力
あ
る
職
場
づ
く
り
推
進
運
動
山

梨
県
大
会
」
の
開
催
、連
合
会
財
政
基
盤
強
化
の
た
め
の
共
済
業
務
提
携
事

業
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
ト
ナ
ー
活
用
推

進
事
業
の
実
施
な
ど
に
つ
い
て
決
議

し
た
。

　今
年
度
は
、中
央
会
が
委
託
事
業

と
し
て
実
施
し
て
い
る
「
中
小
企
業

新
卒
人
材
採
用
支
援
事
業
」
「
人
材

紹
介
バ
ン
ク
」
等
を
活
用
し
、新
卒

者
及
び
中
途
採
用
者
等
と
企
業
の

マ
ッ
チ
ン
グ
等
に
つ
い
て
も
積
極
的

に
取
り
組
む
事
と
な
っ
た
。ま
た
、総

会
終
了
後
に
は
節
電
説
明
会
等
も
開

催
さ
れ
た
。

　な
お
、今
回
は
２
年
に
一
度
の
役

員
改
選
期
に
あ
た
り
、下
記
の
と
お

り
新
役
員
が
決
定
し
た
。 

　山
梨
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
女

性
部
会
は
、７
月

14
日
中
巨
摩
郡
昭

和
町
「
テ
ィ
ン

カ
ー
ベ
ル
」に
お

い
て
平
成
23
年
度

の
通
常
総
会
を
開

催
し
た
。

　総
会
で
は
、平

成
22
年
度
の
事
業

報
告
や
今
年
度
の

事
業
計
画
等
が
決

定
さ
れ
た
。本
年

度
の
重
点
事
業
と

し
て
、年
１
回
県

内
の
女
性
経
営
者

や
経
営
者
パ
ー
ト

ナ
ー
、組
合
女
性

部
等
な
ど
が
一
堂

に
会
す
る
「
県
大

会
」
の
開
催
や
全
国
レ
デ
ィ
ー
ス
中
央
会
事
業
へ
の
参
加
協

力
、２
組
合
女
性
部
へ
の
研
修
支
援
等
が
決
定
さ
れ
た
。

　ま
た
、総
会
終
了
後
に
は
、組
合
女
性
部
の
活
動
報
告
や
情

報
交
換
が
行
わ
れ
た
。

  

ま
た
、７
月
26
日
に
は
、全
国
レ
デ
ィ
ー
ス
中
央
会
の
平
成
23

年
度
通
常
総
会
等
が
東
京
で
開
催
さ
れ
、昨
年
度
の
事
業
報
告

及
び
事
業
計
画
が
承
認
決
定
さ
れ
た
。特
に
、全
国
レ
デ
ィ
ー

ス
中
央
会
を
４
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
た
活
動
計
画
や
10
月
20･

21

日
大
阪
府
で
開
催
さ
れ
る
「
全
国
レ
デ
ィ
ー
ス
中
央
会
フ
ォ
ー

ラ
ム
2
0
1
1 

in 

大
阪
」
に
つ
い
て
決
定
さ
れ
た
。

　３
月
11
日
に
発
生
し
た
「
東
日
本
大
震
災
」
の
対
象
と
な
る

４
中
央
会
女
性
部（
青
森
、宮
城
、茨
城
、千
葉
）に
義
援
金

「
２
，０
９
６
，０
０
０
円
」
が
手
渡
さ
れ
た
こ
と
が
、併
せ
て

報
告
さ
れ
た
。

　続
い
て
開
催
さ
れ
た
女
性
部
の
活
性
化
委
員
会
で
は
全
国

中
央
会
眞
鍋
専
務

理
事
か
ら
「
中
央
会

の
在
り
方
を
考
え
る

視
点
」
と
題
し
て
講

話
が
、ま
た
、中
小
企

業
庁
経
営
支
援
課

の
丸
山
課
長
か
ら

「
平
成
23
年
度
二
次

補
正
予
算
案
の
概

要
」
及
び
「
東
日
本

大
震
災
対
応
の
中

小
企
業
対
策
」
に
つ

い
て
説
明
が
さ
れ

た
。そ
の
後
、意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。

●山梨県中小企業労務改善団体連合会役員名簿
 役職／氏名 所属団体／会社名及び組合名

 会　 長 山梨市中小企業労務改善協議会 
 大宮山 磐 冨士食品工業　株式会社 

 副会長 甲州市中小企業労務改善協議会 
 松吉 寛治 株式会社　昭和ドレス塩山研究社 

 副会長 市川三郷中小企業労務改善協議会 
 青沼 　博　 株式会社　丸富 

 理　 事 国母工業団地労務改善協議会 
 古屋 安清

 理　 事 山梨県トラック事業労務改善協議会 
 杉浦 　正  

 理　 事 山梨県自動車整備労務改善協議会 
 斉木 重夫  

 理　 事 山梨県トラックターミナル労務改善協議会
 小林 賢二  

 監　 事 協同組合山梨県流通センター 
 村松 光比古 

通
常
総
会
開
催

通
常
総
会
開
催

●
山
梨
県
中
小
企
業
労
務
改
善
団
体
連
合
会

●山梨県中小企業団体中央会女性部会

女性部会及び全国レディース中央会が通常総会開催

　７
月
27
日（
火
）山
梨
県
庁
北
別
館
に
お
い
て
、官
公
需
確

保
対
策
地
方
推
進
協
議
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　こ
の
協
議
会
は
、関
東
経
済
産
業
局
主
催
に
よ
り
毎
年
閣
議

決
定
後
に
各
都
道
府
県
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、国
等
の
機

関
を
は
じ
め
と
す
る
発
注
者
側
お
よ
び
受
注
者
側
と
し
て
協

同
組
合
等
の
代
表
者
ら
45
名
が
出
席
し
た
。

　関
東
経
済
産
業
局
黒

田
課
長
補
佐
は
、被
災

中
小
企
業
者
の
早
期
の

復
興
と
被
災
者
の
雇
用

確
保
が
喫
緊
の
課
題
で

あ
り
、影
響
を
受
け
る
全

国
の
中
小
企
業
者
の
受

注
機
会
の
増
大
の
た
め

に
有
益
な
取
り
組
み
を

引
き
続
き
進
め
る
と
も

に
、国
主
導
で
す
す
め
る

官
公
需
施
策
の
普
及
へ

の
各
自
治
体
な
ど
発
注
機
関
の
一
層
の
協
力
を
求
め
た
。今
年

度
「
中
小
企
業
者
に
関
す
る
国
等
の
契
約
方
針
」
に
つ
い
て

の
説
明
で
は
、方
針
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
適
正
な
納
期
・
工
期
、

納
入
条
件
等
の
設
定
、多
様
化
す
る
調
達
・
契
約
手
法
に
お
け

る
中
小
企
業
へ
の
一
層
の
配
慮
、中
小
企
業
の
適
切
な
評
価
、

ダ
ン
ピ
ン
グ
防
止
策
な
ど
が
説
明
さ
れ
た
。

　ま
た
、山
梨
県
か
ら
は
中
小
企
業
者
の
た
め
の
官
公
需
確
保

対
策
に
つ
い
て
説
明
が
さ
れ
、中
央
会
か
ら
は
官
公
需
関
連
事

業
に
つ
い
て
の
説
明
が
さ
れ
た
後
、官
公
需
適
格
組
合
お
よ
び

組
合
の
受
注
機
会
拡
大
の
た
め
の
積
極
的
活
用
に
つ
い
て
発

注
者
側
に
要
望
し
た
。

　続
い
て
、ク
リ
ー
ン
ネ
ッ
ト
笛
吹
協
業
組
合

　小
澤
美
仁
理

事
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
促
進
協
同
組
合

　太
田
和
彦
理
事
長

よ
り
、官
公
需
適

格
組
合
の
活
動
状

況
に
つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
事
例
発
表
が

行
わ
れ
た
。

　ま
た
、各
機
関

の
説
明
後
行
わ
れ

た
質
疑
応
答
で

は
、一
般
競
争
入

札
の
流
れ
は
わ
か

る
が
ダ
ン
ピ
ン
グ

が
進
ん
で
い
る
と

い
う
事
例
や
地
域

の
中
小
企
業
者
を

積
極
的
に
活
用
し

て
欲
し
い
な
ど
の

意
見
が
出
た
。

関東経済産業局　黒田課長補佐

総会後には節電説明会が開催された

挨拶する大宮山会長

官公需協議会 官公需確保対策地方推進協議会開催
中
小
企
業
者
向
け
契
約
目
標
、

本
年
度
も
引
き
続
き
56
・
2
%
に

平成23年度

（右）クリーンネット笛吹協業組合　小澤理事
（左）コンピュータ利用促進協同組合　太田理事長

平
成
23
年
度

挨拶する矢澤会長（中央会女性部会通常総会）

挨拶する平賀会長（全国レディース中央会通常総会）
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第63回 中小企業団体全国大会（愛知大会）参加者募集第63回 中小企業団体全国大会（愛知大会）参加者募集

メルマガ「厚生労働省人事労務マガジン」
をご利用ください
メルマガ「厚生労働省人事労務マガジン」
をご利用ください

応援します、あなたの企業

山梨県信用保証協会
本　　　　店　　甲府市飯田2－2－1（山梨県中小企業会館）
　　　　　　　　TEL.055-235-9700　　FAX.055-232-0160
　　　　　　　　URL:http://www.yiso.or.jp/̃shinpo/
　　　　　　　　E-mail:shinpo-yamanashi@rondo.ocn.ne.jp

富士吉田支店　　富士吉田市下吉田1832
　　　　　　　　TEL.0555-22-0992　　FAX.0555-22-0921

「景気対応緊急保証（全国緊急）」
　国際的な金融不安等を契機とした現下の厳しい経済状況において、
例外業種を除き原則として全ての業種に属する中小企業の皆様の資
金繰りを、本制度でサポートします。

「条件変更対応保証」
　金融機関からの借入に関する返済条件の見直しを行う際に必要と
なる資金の保証を行うことにより中小企業のみなさまの返済負担の
軽減を図り、金融の円滑化を促すための制度です。
　これまで公的金融とお取引のない方でも、信用保証協会による返済
負担軽減支援を受けられるようになります。

「流動資産担保融資保証制度（ＡＢＬ保証制度）」
　中小企業者が有する売掛債権及び棚卸資産（流動資産）を担保とし
て保証を行う保証制度です。

　本年度の全国大会は、「立ち上がろう! 中小企業 絆を活
かして」をキャッチフレーズに、名古屋国際会議場「センチュ
リーホール」において約3,000名の参加者規模で開催されま
す。同大会の目的は、全国の中小企業団体の代表が一堂に会
し、自らの決意を明らかにするとともに、国等に対して中小企
業振興施策の強化を訴え、1社1社では経営資源が足らなくと
も中小企業同士が助け合い、組合等連携組織を通じた中小企
業の発展、豊かな社会の実現を図ることです。
　当会は内藤悦次会長を団長に11月17日（日帰り）、17日・
18日（1泊2日）の2コースで参加します。参加者との交流を
深めるとともに、中小企業の熱意を伝えるまたとない機会で
すので、万障お繰り合わせの上、是非ご参加ください。

旅行日程
　平成23年11月17日㈭ 〈日帰り〉／17日㈭・18日㈮ 〈1泊2日〉
　①日帰りコース　
　▶17日㈭　午前7時～午後8時30分
　　アピオ集合・出発→徳川美術館・徳川園（昼食）→名古屋国際会議場（全国大会）→
　　→東名・中央道経由→アピオ到着
　②1泊2日コース
　▶17日（木）　午前7時～午後6時15分
　　日帰りコースと同行程　名古屋国際会議場（全国大会）→浦郡「ホテル竹島」（宿泊）
　▶18日（金）　午前8時30分～午後8時
　　ホテル出発→トヨタ自動車工場→浜名湖｢松葉」（昼食）→YAMAHAピアノ工場→
　　→石原マリンステーション→アピオ到着

募集人員　…75名
　①日帰りコース　30名　　②1泊2日コース　45名

内容は……法律や助成金等の改正、労務管理情報、雇用情勢など
対象者は…企業経営者、人事・労務担当者など
配信は……月に１～２回
登録は……以下の厚生労働省又は山梨労働局のホームページのバナー
　　　　　から《登録・配信は無料です》

●厚生労働省ホームページ　http://www.mhlw.go.jp/
●山梨労働局ホームページ　http://yamanashi-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/

山梨県労働局からお知らせ
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編
集
後
記

　節電対策により屋内も快適とは言えず。さらに
熱中症の危険性も高くなっています。唯一快適な
のが車内という人も多いのでは。こんな時こそ、
外に出て、人に会って、いろんなものを見聞きし、
アクティブな行動を心がけたいと思います。
　なでしこジャパン、おめでとう。

●ご意見・ご要望は、
　中小企業タイムズ編集班まで

TEL 055-237-3215　FAX 055-237-3216
E-mail 
webmaster@chuokai-yamanashi.or.jp

人材を必要としている企
業の方

被災地企業で雇用調整を
検討している企業の方へ

被災地企業の従業員の方々
の受入情報を募ってます

出向・移籍を希望される方
を支援します

出向・移籍の専門職

㈶産業雇用安定センター㈶産業雇用安定センター

㈶産業雇用安定センター山梨事務所
〒400-0031 山梨県甲府市丸の内2-14-13ダイタビル4階
Tel 055-235-6236/6276　Fax 055-235-6252
URL http://www.sangyokoyo.or.jp/

東日本大震災被災地企業従業員の
方々を出向・移籍で応援します
東日本大震災被災地企業従業員の
方々を出向・移籍で応援します

お問合せ先

㈶産業雇用安定センターのプロフィール㈶産業雇用安定センターのプロフィール

経済・産業団体と厚生労働省の協力で設立された公益法人です
全国ネット、47都道府県の事務局でサポート
費用はかかりません

組　　織　　課
●（兼）課長　小佐野時雄
●課長補佐　堀内　　修
●主　　事　仲澤　秀樹

労　　働　　課
●課　　長　山本　良一
●課長補佐　臼田あけみ
●主　　任　窪田　　学
●嘱　　託　米山ゆかり
●嘱　　託　間邊　　誠
●嘱　　託　桜井　隆男
●嘱　　託　堀内登喜夫
●嘱　　託　中川　貴之
●嘱　　託　浅川かおり
●嘱　　託　羽田　幸徳

連 携 支 援 課
●（兼）課長　知見寺好幸
●係　　長　輿水　一篤
●係　　長　笠井　靖子
●主　　任　齊藤　寛之
●嘱　　託　眞浦　正徳
●嘱　　託　鷹野　啓司
●嘱　　託　芦沢　香苗

観　　光　　課
●課　　長　古屋　孝明
●係　　長　保坂　　淳

郡　内　支　所
●支 所 長　古屋　浩昭

総　　務　　課
●課　　長　三井　成志
●主　　任　組沢　正文
●主　　事　千野　哲宏
●主　　事　鈴木　範行
●臨　　時　米山　敦子

　東日本大震災で被災された方々への災害見舞金を募りましたところ、多くの皆様からご協力を頂き、誠
にありがとうございました。
　皆様から頂いた善意は、私どもの上部団体であります全国中小企業団体中央会や日本赤十字社等を通
じて、被災地へと届けられ、被災者の方々の生活支援や1日も早い地域の復興のために役立てられます。以
下に災害見舞金にご協力を頂きました組合を報告させて頂きます。

東日本大震災 災害見舞金の
ご協力ありがとうございました。
東日本大震災 災害見舞金の
ご協力ありがとうございました。

山梨県中小企業団体中央会
事務局組織・機構図
（平成23年8月1日現在）

●専務理事　新海　一男

●常務理事　依田　正司

●事務局次長　三枝　幹夫

特産品市場開発チーム
●嘱　　託　伊藤　達美
●嘱　　託　澤登　武仁
●嘱　　託　松浦　亨浩
●嘱　　託　河合　克枝
●嘱　　託　水本　恭史
●嘱　　託　桐山　都由

●（兼）企画総務部 部長　三枝　幹夫 ●組織開発部 部長　小佐野時雄 ●連携支援部 部長　知見寺好幸

山梨県自動車整備商工組合
※今後も、災害見舞金にご協力を頂きました皆様に
　つきましては、本紙面で随時ご紹介させて頂きます。

ご協力を頂いた組合等  （7月22日現在）
（敬称略）

第2回

　中小企業にとっては、厳しい経営環境が続いており、先行きへの不安感は、組合事業へも大きく影響を及ぼし始
めています。
　『健全な組合運営の維持・基盤強化』や『事業の活性化』は多くの組合の共通課題であり、その根底には業界が早
急に対応すべき課題もあります。
　この事業では、組合や業界が直面する様々な課題のうち組合による取り組みによって効果が期待できる「課題」
を講習会・個別指導・視察研修・診断などと組み合わせ、専門家によるアドバイスを受けることが出来ます。 

23年度 対象組合募集!!23年度 対象組合募集!! ▶▶▶組合課題対応集中指導事業

■事業の詳細は、担当指導員又は下記までお気軽にお問い合わせ下さい。　
　山梨県中小企業団体中央会 連携支援課　TEL.055（237）3215　FAX.055（237）3216

1．対 象：専門家等を活用して直面する課題に取り組む組合
2．対象経費及び助成限度額：
　 専門家謝金・会場借料・車両借料などに要する経費の2/3
　 （上限100,000円）までは中央会が負担します。
3．実施完了期日：2012年1月末日までに事業完了

支援の概要と要件

問題解決に挑む組合の「やる気」を支援します。問題解決に挑む組合の「やる気」を支援します。

今
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す


